
















要約:1。幼児期に保健所健診で発達の遅れを指摘され、その後 4、5 歳あるいは学童期に

なって学習障害と診断された児 22 例の幼児期の発達経過を調査した。これらの児たちの

多くは、精神発達遅滞など他の疾患にくらべ、1 歳台から発達が良好であり、その後の発

達の伸びも大きかった。またこれらの児のなかに、発達初期には比較的重度の発達の遅れ

があり精神発達遅滞と診断されたが、その後著しい発達を示し、就学前後あるいはそれ以

降に学習障害と診断されたものが少なからずあった。これらのことから学習障害児の早期

発見には、保健所健診で遅れが軽度の子供もその後の経過観察の対象とすること、健診で

遅れを指摘された子供を継続的にフォローアップする受皿が必要であることを指摘した。

2。Academic　skills の遅れを主症状とする学習障害児 27 例の医療的問題または既往歴

を調査した。これらの児の半数以上がてんかん、脳性麻痺、未熟児出生などのいづれかの

医療的問題をもった。このことから学習障害児の早期発見として、これらの疾患をもつ児

にたいし医療面のみならず、高次機能の発達面のフォローアップをおこなう必要性を述べ

た。


